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の定量：ディーゼル排気粒子中濃度との比較および大気内二次生成の可能性. フォーラム

2006：衛生薬学・環境トキシコロジー , 2006. 10. 30 - 31, 東京. 

118） 太刀川千裕, 柴田理沙, 鳥羽　陽, 亀田貴之, 唐　　寧, 木津良一, 早川和一, 多環芳香族炭化水

素酸化体のアンドロゲン様／抗アンドロゲン作用. 環境ホルモン学会第9回研究発表会, 
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2006. 11. 11 - 12, 東京. 

他研究機関との共同研究状況

　1 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 未規制有害化学物質の大気内挙動と生体影響に関する研究, 

松本　寛, 酒井茂克, 北海道立環境科学研究センター , 1999-現在. 

　2 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 未規制有害化学物質の大気内挙動と生体影響に関する研究, 

柿本　均, 石川県保健環境センター , 1999-現在. 

　3 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, ディーゼル粉じんの内分泌かく乱作用に関する研究, 青木康

展, 国立環境研究所, 2000-現在. 

　4 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, ディーゼル排気の環境ホルモン作用に関する研究, 武田　健, 

東京理科大学, 2000-現在. 

　5 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 唐　　寧, 日本学術振興会日中科学協力事業共同研究「東ア

ジアにおける多環芳香族炭化水素類の大気内挙動に関する研究」, 林　金明, 中国科学院生

態環境研究中心, 2004-2005. 

学術賞等の受賞状況

　1 ） 鳥羽　陽, 日本薬学会　環境・衛生部会賞, 多環芳香族炭化水素類の内分泌攪乱作用と大気

内挙動・ヒト曝露評価に関する研究, 2004. 10. 25. 

　2 ） 鳥羽　陽, 第47回大気環境学会年会ベストポスター賞受賞, 2006. 9. 

科学研究費等の受領状況

　1 ） 鳥羽　陽（代表）, 早川和一（分担）, 木津良一（分担）, 学術振興会科学研究　基盤研究B, ベン

ゾ[�]ピレン及びその代謝物の内分泌撹乱作用の評価法に関する研究, 平成13-14年, 9,800千

円. 

　2 ） 早川和一（代表）, 木津良一（分担）, 鳥羽　陽（分担）, 学術振興会科学研究　基盤C, 経気道曝

露する未規制多環芳香族炭化水素の健康リスク評価に関する研究, 平成14年, 1,000千円. 

　3 ） 早川和一（分担）, 鳥羽　陽, 学術振興会科学研究　基盤研究B, アジア産マオウ科マオウ属植

物の学際的調査研究（代表御影雅幸）, 平成13-15年. 

　4 ） 鳥羽　陽（代表）, 早川和一（分担）, 文部科学省科学研究　特定領域研究A, 多環芳香族炭化水

素類（PAHs）のホルモン活性等価係数（HAEF）の確立, 平成14-15年, 4,100千円. 

　5 ） 早川和一（代表）, 木津良一（分担）, 鳥羽　陽（分担）, 学術振興会科学研究　基盤B一般, 多環

芳香族炭化水素とその代謝物の内分泌撹乱作用とその測定法に関する研究, 平成14-15年, 

14,100千円. 
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　6 ） 鳥羽　陽（代表）, 学術振興会科学研究 若手研究B, 変異原性環境化学物質, ニトロ多環芳香族

炭化水素類の人体曝露評価法の開発, 平成15年, 2,000千円. 

　7 ） 早川和一, 木津良一（H12-16）, 鳥羽　陽（H17）（分担）, 文部科学省戦略的基礎研究, 大気中に

存在する新しいタイプの内分泌撹乱物質（代表武田　健）, 平成12-17年, 2,090千円. 

　8 ） 早川和一（代表）, 木津良一（H16）（分担）, 鳥羽　陽（H17）（分担）, 唐　　寧（分担）, 日本学術振

興会日中科学協力事業共同研究, 東アジアにおける多環芳香族炭化水素類の大気内挙動に

関する研究, 平成16-17年, 平成16年1,500千円, 平成17年1,500千円. 

　9 ） 早川和一（拠点リーダー）, 木津良一（H14-16）, 鳥羽　陽（H17-）（事業推進担当者）, 文部科学

省平成14年度COEプログラム（複合領域）, 環日本海域の環境計測と長期・短期変動予測 －モ

ニタリングネットワークの構築と人為的影響の評価－, 平成14-19年, 平成14年度308, 000千

円; 平成15年度214,000千円; 平成16年度199,000千円; 平成17年度200,200千円; 平成18年度 

179, 300千円. 

　10 ） 鳥羽　陽（代表）, 早川和一（分担）, 文部科学省科学研究　萌芽研究, 多環芳香族炭化水素類

（PAH）-DNA付加体を指標とするPAH曝露評価法の開発, 平成17-18年, 3,300千円. 

　11 ） 鳥羽　陽（代表）, 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構産業技術研究, バイオ

マーカーを用いる燃焼排ガスの人体曝露診断法の開発, 平成18-20年, 29,000千円. 

　12 ） 早川和一（代表）, 鳥羽　陽（分担）, 唐　　寧（分担）, 環境省, ExTEND2005基盤的研究フィー

ジビリティースタディ研究, 燃焼排ガスに含まれる多環芳香族炭化水素類の内分泌かく乱

作用の評価, 平成17-19年, 平成17年3,000千円, 平成18年3,000千円. 

　13 ） 早川和一（代表）, 鳥羽　陽（分担）, 亀田貴之（分担）, 唐　　寧（分担）, 日本学術振興会日ロ科

学協力事業共同研究, 東アジアにおける多環芳香族炭化水素類の大気・海洋汚染, 平成18-19

年, 3,000千円. 

　14 ） 鳥羽　陽（分担）, 渡辺徹志（代表）, 厚生労働省がん研究助成金, 新規化学発がん要因の検索

とその生物活性, 平成18年, 1,600千円. 

　15 ） 早川和一（代表）, 鳥羽　陽（分担）, 亀田貴之（分担）, 唐　　寧（分担）, 日本学術振興会科学研

究　基盤研究A海外, 環日本海都市の多環芳香族炭化水素／ニトロ多環芳香族炭化水素の発

生と曝露の国際比較, 平成18-20年, 23,260千円. 

特　　　　　許

　1 ） 特開2005-062109号, 多環芳香族炭化水素類の人体曝露評価方法, 早川和一, 鳥羽　陽, 2005. 

3. 10（公開）.

　2 ） 特願2006-080206号, 環境汚染物質の人体曝露評価方法, 鳥羽　陽, 早川和一, 2006. 2. 23（出

願）. 
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